
３.CVV古田代表との共同研究 
 
１）斜張橋の設計法 （プレストレス決定法） 
 
 ２）斜張橋の架設管理法 (シム張力調整と形状管理) 
 
３）吊り橋および斜張橋の振動制振法 
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   構造同定法  1990  IEEE (USA) 
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          菅原城北大橋の架設精度管理 
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• 中央径間の張り出し、各STEPごとにシム調整実施（深夜） 
 
 
• 計算スキームは、ファジィ満足度理論を発展させた三星理論 

 
 

• EXCELで計算 
 
 

長大橋の架設形状管理（仁川大橋） 
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ファジィ満足度理論の発展法（三星仕様） 

ここで、  は目標形状を、  は状際構造物の状位を示し、  、  は各々構造物

状位誤差の上限値と下限値を示す。  は目標張力及び状際構造物のケーブル張力

を、  と  は各々ケーブル張力に状する管理限界値の上限値及び下限値である。

 はケーブルの無状力長、  はケーブル長さ調整量を示し、nm及び ncは状位測定

点の個状と測定ケーブルの個状である。式(1)は非線型式で、非線型拘束状件を持つ最

適化問題になり、最適  を求めるために加重値係状  を調整する。 
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桁の高さ誤差は、約±８０ｍｍの正確さ！ 
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誤差補正原理 
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測量 張力測定 結果分析 

再緊張 シム量挿入 調整完了 

張力調整手順 
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  桁閉合（GIRDER_CLOSING) 
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形状管理精度結果 

桁変位 

Ref) DK.Im H.Tanaka JK.Yoo HS.Kim CH.Kim MG. Yoon: Development and Application of Integrated Geometry Control System in Incheon Bridge 
pp.134-141 
Proceeding of International Commemorative Symposium for the Incheon Bridge ; 23th September,2009 Songdo ConvensiA, Incheon, Korea  

桁変位 

許容幅 

ケーブル張力 

許容幅 
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平成22年度 田中賞 （作品部門）  
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仁川大橋記念館 

© is reserved to CVV 



記念碑 刻印 

韓国に名を残した‼ 
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   自碇式つり橋のケーブル張力調整 
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シム量の計算（ファジィ満足度理論）  技術顧問 田中 洋 
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